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レンゴー株式会社は、三井住友信託銀行株式会社との間で、国連環境計画金融イニ

シアティブ（以下、「ＵＮＥＰ ＦＩ」）（※1）が提唱したポジティブ・インパクト

金融原則（※2）に即した「ポジティブ・インパクト・ファイナンス（資金使途を特

定しない事業会社向け融資タイプ）」のシンジケートローン契約（以下、「本件」）

を締結いたしました。 

ポジティブ・インパクト･ファイナンスは、企業活動が環境・社会・経済におよぼすイ

ンパクト（ポジティブな影響とネガティブな影響）を包括的に分析・評価し、当該活動の

継続的な支援を目的とした融資であり、企業によるＳＤＧｓ達成への貢献度合いを評価指

標として活用し、情報開示することが最大の特徴です。 

 

＜本件の概要＞ 

 

 

当社グループは、製紙、段ボール、紙器、軟包装、重包装、海外の 6 つのコア事業

を中心に、あらゆる産業の全ての包装ニーズをイノベーションする「ゼネラル・パッ

ケージング・インダストリー」＝ＧＰＩレンゴーとして、“Less is more．”をキー

ワードとする、より少ない資源で大きな価値を生むパッケージの開発に取り組み、持

続可能な社会の実現に貢献しています。 

 

 

（１／３） 

 

 

契約締結日 2020年 9月 28日 

アレンジャー／エージェント 三井住友信託銀行 

組成金額 50億円 

資金使途 運転資金 

貸付人（五十音順） 

阿波銀行、伊予銀行、大分銀行、鹿児島銀行、 

紀陽銀行、京都銀行、群馬銀行、静岡銀行、 

七十七銀行、常陽銀行、千葉銀行、南都銀行、 

八十二銀行、福井銀行、三重銀行、 

三井住友信託銀行 

ポジティブ・インパクト・ファイナンスのシンジケートローン 

契約締結について 
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当社は下記の取組みと、特にＳＤＧｓの目標達成にインパクトを与える活動とし

て、後述のテーマについて定性的、定量的に評価を得ました。 

 

当社グループが「Less energy consumption（エネルギーの消費はできるだけ少な

く）」「Less carbon emissions（二酸化炭素の発生はできるだけ少なく）」「High 

quality products with more value-added（より付加価値の高い高品質な製品づく

り）」の三つの枠組みから成る“Less is more．”を掲げ、従前より積極的にサステ

ナビリティ活動を推進しており、事業活動を通じたＳＤＧｓ達成への取組みを推進し

ていること（※3）。 

 

テーマ 内容 目標と指標（ＫＰＩ） ＳＤＧｓ

省資源・ 

省エネルギー 

・資源の有効利用 

・廃棄物の削減 

・循環型社会の形成 

1. 古紙利用率 97%以上の維持 

2. 再資源化率 98%以上の維持 

地球温暖化 

対策 

・CO 2排出量の削減 

・再生可能エネルギー

比率の向上 

1. 2030 年度までに CO 2排出量を

2013 年度比 26％削減 

2. 2030 年度までに再生可能エネル

ギー比率を 25％に高める 

次世代技術・

製品の開発 
・環境配慮商品の開発

1. 段ボール軽量化の推進 

2020年度までに平均坪量2004年度

比11.5％削減 

（2021年度以降の目標値は、次の目

標（検討中）で設定） 

2. 生分解性素材の開発と供給 

生分解性のあるセルロース粒子を

2030 年度までにプラスチック代替

用途で200トン／年生産 

 

 

本件は、株式会社日本格付研究所より本件評価にかかる手続きのポジティブ・イン

パクト金融原則への準拠性、活用した評価指標の合理性について第三者意見（※4）

を取得しています。 

（２／３） 
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当社グループは、世界一のゼネラル・パッケージング・インダストリーとして未来

をデザインし、持続可能な社会の実現にたゆみない努力を続けてまいります。 

 

（※1）国連環境計画金融イニシアティブ（ＵＮＥＰ ＦＩ） 

国連環境計画（ＵＮＥＰ）は、1972年に「人間環境宣言」および「環境国際行動計画」

の実行機関として設立された国連の補助機関です。ＵＮＥＰ ＦＩは、ＵＮＥＰと200以

上の世界の金融機関による広範で緊密なパートナーシップであり、1992 年の設立以来、

金融機関、政策・規制当局と協調し、経済的発展とＥＳＧ（環境・社会・企業統治）へ

の配慮を統合した金融システムへの転換を進めています。 

 

（※2）ポジティブ・インパクト金融原則 

ＵＮＥＰ ＦＩが2017年 1月に策定した、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に

向けた金融の枠組みです。企業がＳＤＧｓの達成への貢献をＫＰＩで開示し、銀行はそ

のプラスの影響を評価して資金提供を行うことにより、資金提供先企業によるプラスの

影響の増大、マイナスの影響の低減の努力を導くものです。 

融資を実行する銀行は、責任ある金融機関として、指標をモニタリングすることによ

って、インパクトが継続していることを確認します。 

 

（※3）当社のウェブサイトをご参照ください。 

https://www.rengo.co.jp/ 

 

（※4）株式会社日本格付研究所のウェブサイトをご参照ください。 

https://www.jcr.co.jp/ 

 

 

以上  
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